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小社での刊行物に限らず，社会保障法学界全体でも久々となる，本格的体系書の登場です。
社会保障法は，第二次世界大戦後に本格的に登場してきた比較的新しい法分野ですが，本書
は，これまで著されてきた体系書に続いて，この分野で確固たる地位を占める書物になるも

のと期待しています。
　本書の構想は，十年以上前にさかのぼりますが，ちょうどこの時期は，わが国の少子化や高齢化の傾
向が顕著に現れてきた時代と重なります。この傾向は，社会保障制度の大きな変革というかたちで時代
のうねりとなり，これからも続いていくと思われます。
　このような折に，社会保障の法的構造を俯瞰しつつ，一層複雑化する各種法制度を丹念に跡づけてい
くことは，大きな困難を伴いますが，著者はこの困難に立ち向かい，法制度の解説，裁判例の動向，法
理論の展開などを織り交ぜながら，歴史的経緯を踏まえた社会保障法の到達点を明らかにしています。
　同時に，研究者・政策担当者・実務家など社会保障法に通じた専門家にとどまらず，学生や一般読者
も読みこなせるよう丁寧な叙述がなされています。（T）
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最新の立法や法改正に対応しています。ぜひお手にとってご覧ください。


